






































【令和７年度施策評価】

下記QRコードのフォームからの回答も可能です。

【あて先】
〒420-0035　静岡市葵区七間町１５番地の１
静岡市上下水道局経営管理部 上下水道経営企画課
経営戦略係　早野　・　鎮西　・　渡部
TEL：054-270-9202
FAX:054-270-9122
E-mail：suidou-keiei@city.shizuoka.lg.jp

この様式に、各施策に対して「評価できる点」「改善すべき点」をご記入いただき、
８月３１日（月）までにメールか郵送で返信してください。

静岡市上下水道事業経営協議会

「施策評価」に対する

意見記入用紙

資料10-2

これは

資料１０－１と資料１１のご意見記入と

同じQRコードであり、

まとめてご回答ください。

mailto:suidou-keiei@city.shizuoka.lg.jp


令和７年度　施策評価に対する御意見記入のお願い

≪施策評価の内部評価基準≫

≪各回答項目の注意点≫
・次期計画につなげるため、資料４に記載の各施策の【自己評価】、【実施した点】、【課題点】をご確認いただき、
各施策の［評価できる点］、[改善すべき点］がございましたら記載をお願いします。（任意）



≪第５次中期経営計画　施策自己評価に対する意見記入用紙≫

評価 自己評価説明

重要な管・施策の地震対策 Ａ

重要な管・施設の地震対策について、令和７(2025)年度末時点で、施策を構成す
る５つの事務事業のうち、４つの事務事業は成果指標を概ね目標どおり達成した。
ただし、「①水道管の地震対策」は、令和７(2025)年度に完了予定であった工事が
令和８年度へ繰越しとなったため、令和７(2025)年度における成果指標の「重要
施設への耐震化率」は、目標の0.8％に対して　実績が0.6％となり、達成状況は
75％となった。なお、当該工事は、令和８(2026)年６月に完成した。
以上のことから、想定される巨大地震や津波、激甚化・頻発化する自然災害に備え、
管や施設の地震対策及び津波対策を進めることで危機管理の強化を目指し、安心
安全な生活を確保する施策の目的はおおむね達成されているため、「Ａ」評価とし
た。

浸水対策 Ａ

浸水対策について、令和7(2025)年度末時点で、「雨水管・ポンプ場などの整備」
の成果指標は計画どおり達成している。
以上のことから、「雨水管・ポンプ場などの整備」の事務事業により、浸水被害の軽
減を図ることで、危機管理の強化を目指す施策の目的がおおむね達成されている
ため、令和７(2025)年度の施策評価（令和５～７年度）は「A」評価とした。

災害時などの対応や体制
の確立 Ｂ

災害時などの対応や体制の確立について、令和７（2025）年度末時点で、施策を構
成する２つの事務事業のうち、「給水拠点等の整備・充実」の事務事業は成果指標を
計画どおり達成しており、成果が出ている。
しかし、「事業継続に必要な応急体制の充実・定着」の事務事業は、訓練の実施手法
を見直したことなどで成果指標「災害対策訓練への局職員・関係団体職員の参加者
数」は計画を下回る結果となった。
以上のことから、災害発生時に行政と市民・民間が連携し、双方の協力体制を強化
することや、災害発生時の活動拠点を整備し、より迅速な復旧活動を可能にするこ
とで、危機管理の強化を目指す施策の目的について、一定程度成果が出ているが、
達成されているとは言えないため、令和７（2025）年度の施策評価（令和５～７年
度）は「B」評価とした。

政策 施策名

内部評価

評価できる点（任意） 改善すべき点（任意）
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≪第５次中期経営計画　施策自己評価に対する意見記入用紙≫

評価 自己評価説明

政策 施策名

内部評価

評価できる点（任意） 改善すべき点（任意）

管・施設の老朽化対策 Ａ

管・施設の老朽化対策について、令和７(2025)年度末時点で、施策を構成する全
ての事務事業が目標どおり達成しており、成果が出ている。以上のことから、将来に
わたって市民生活に欠かせない上下水道サービスを持続していけるよう、管・施設
の老朽化に対応することで、管・施設の効率的な運用を目指し、安全安心な生活を
確保する施策の目的がおおむね達成されているため、令和７(2025)年度施策評価
（令和５～７年度）は「A」評価とした。

管・施設の効率化 Ｃ

管・施設の効率化について、令和７(2025)年度末時点で、施策を構成する３つの事
務事業（※）のうち、水道施設の統廃合は、谷津山配水池の廃止作業に必要な南幹線
ブロック化が完了せず、施設廃止作業に必要なバルブ操作ができなかったため、計
画を下回る結果となった。
また、もう1つの事務事業である配水ブロックの再編については、計画していた工事
が入札不調により、関係機関と再協議するとともに、工事の設計条件を再検討した
ことにより、工事発注を見送ったため、目標を顕著に下回る結果となった。
以上のことから、持続可能な管・施設の運用を目指す施策の目的について、達成さ
れていないため、令和７(2025)年度の施策評価（令和５～７年度）は「C」評価とし
た。
※計画期間中の成果指標を設定していない「下水道施設の統廃合」を除く。

安全でおいしい水の安定
的な供給 Ａ

安全でおいしい水の安定的な供給について、令和７(2025)年度末時点で、施策を
構成する全ての事務事業で、成果指標を計画どおり達成しており、成果が出てい
る。
以上のことから、持続可能な管・施設の運用を目指す施策の目的がおおむね達成さ
れているため、令和７(2025)年度の施策評価（令和５～７年度）は「Ａ」評価とした。
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≪第５次中期経営計画　施策自己評価に対する意見記入用紙≫

評価 自己評価説明

政策 施策名

内部評価

評価できる点（任意） 改善すべき点（任意）

3 水環境の保護・改善 Ａ

水環境の保護・改善について、令和７(2025)年度末時点で、施策を構成する全て
の事業で、成果指標を達成しており、成果が出ている。
以上のことから、水環境を守るとともに改善を図り、環境への負荷の軽減を目指す
施策の目的が達成されているため、令和７(2025)年度の施策評価（令和５～７年
度）は「Ａ」評価とした。

4
接客・窓口サービスなどの
充実 Ａ

接客・窓口サービスなどの充実について、令和6(2024)年度から「クレジットカード
継続払い」、令和7(2025)年度から「ｗｅｂ口振受付サービス」を導入した。
これにより、成果指標である「キャッシュレス決済率」について、令和7(2025)年度
末の達成率が100.7％となり、お客様サービスの向上を目指す施策の目的が達成
されているため、令和７(2025)年度の施策評価（令和５～７年度）は「A」評価とし
た。

職員の技術習得 Ａ

職員の技術習得について、令和７(2025)年度末時点で、事務事業はおおむね計画
を上回る結果となっている。
「人材育成の推進」の事務事業は、成果指標である「内部研修時間」は計画値を大幅
に超えて達成（平均値17.5時間）、「e-ラーニング研修受講率」は計画どおり達成
（平均値100.0％）したが、「外部研修時間」の実績が計画を下回る結果（平均値5.5
時間）となった。
また、３か年の状況を確認すると、「内部研修時間」は減少傾向にあり、「外部研修時
間」は上昇傾向にある。
このような結果となった理由として、外部研修については、予算的制約や、主催の意
向により期待していた内容の研修が開催されないことがあった。これを補うため、
過去に該当の研修に参加した職員が講師を務め、内部研修を実施することとした。
以上のことから、「人材育成の推進」の事務事業により、人材育成、知識・技術の継承
等を推進することで、信頼される経営の確立を目指す施策の目的がおおむね達成
されているため、令和７(2025)年度の施策評価（令和５～７年度）は「A」評価とし
た。

財政の健全化 Ａ

「財政の健全化」について、令和７(2025)年度末時点で、施策を構成する全ての事
務事業で、成果指標をおおむね計画どおり達成しており、成果が出ている。
以上のことから、未収金を減らし料金・使用料の増収を図り、企業債残高の適正管理
に努めることで、信頼される経営の確立を目指す施策の目的がおおむね達成されて
いるため、令和７(2025)年度の施策評価（令和５～７年度）は「A」評価とした。
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